
生徒指導研究会 

 

新年度が始まってから間もなく２ヶ月を迎えますが、先生方におかれましては、授業や

生徒、特別活動への対応などでお忙しい毎日をお過ごしのことと存じます。 

学校現場では、日々の業務に加え、様々な課題が山積していますが、皆さまはそれらの

課題に最前線で当たる現場の教師として、日夜奮闘されていることと思います。昨年の当

研究会で実施しました講演や、分科会で協議されました問題などを通して、「生徒指導とは」

を考える有効な時間を持つことができました。 

そこで今回は、昨年と同様、「今、求められる生徒指導とは」という研究目標のもと、生

徒指導と学校作り、学力向上などについて、様々な観点から当研究会を企画・実施してま

いります。 

当研究会が、学校の抱える問題の解決の場として、また情報交換の場として、新たなネ

ットワーク作りの場として、微力ながらも皆さまのお役に立てればと願っております。 

お忙しい中とは存じますが、万障お繰り合わせの上、奮ってご参加いただきますよう、

お願い申し上げます。 

 

 

１．研究目標   今、求められている生徒指導とは 

 

２．会  期   ８月３日（土）・４日（日）・５日（月）の２泊３日 

（現地集合・現地解散） 

 

３．会  場   かずさアーク・オークラアカデミアパークホテル 

          〒292-0818 千葉県木更津市かずさ鎌足２－３－９ 

          TEL：0438-52-0111(ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 0120-37-7070) FAX：0438-20-5210  

          http://www.kap.co.jp/ 

          （別紙ご案内図を参照ください） 

 

４．募集定員   ６０名（校務分掌、教職経験年数は問いません） 

 

５．参 加 費   １名につき４３，０００円 

（２名１室利用。宿泊費〈２泊５食〉、資料印刷費） 

 

６．日  程   ８月３日（土）１３：００受付開始  １３：３０開会式 

         ８月５日（月）１１：３０閉会式終了予定 
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７．研修内容 

①講 演 

「誰もが行きたくなる学校づくり～不登校や非行をうまない生徒指導と学力向上～」 

   講師 栗原 慎二 広島大学大学院教育学研究科附属教育実践総合センター 教授 

   ≪プロフィール≫ 

1959 年青森県生まれ。埼玉大学大学院文化科学研究科及び兵庫教育大学大学院学校教育学研究

科を修了。学校教育学博士、文学修士。日本カウンセリング学会認定スーパーバイザー、日本ピ

ア・サポート学会認定ピア・サポート・コーディネーターをつとめる。 

埼玉県内の公立高校 3校で教員として 18 年間、生徒指導・教育相談に携わり、2003 年より広島

大学大学院に勤務。生徒指導、教育相談が専門。現在は、子どもたちの持つ力を生かす学校カウ

ンセリングの開発を目指して、ピア・サポート、ブリーフカウンセリング、協同学習、不登校の

子どもたち・保護者への支援等をテーマに研究を行っている。 

②実践報告 

数名の先生方より生徒指導に関して日頃より実践されている活動報告をいただきます。 

③分 科 会 

４つのグループに分かれ、“教育現場での諸問題”について協議していただきます。 

※教育現場での諸問題 

保護者・家庭との対応、生徒との対応、教師間の連携、学級経営、ＩＴ・携帯電話

関連（ＳＮＳ、ネット掲示板の問題等）、保健室・スクールカウンセラーとの連携、

登下校中のマナー、不登校、自傷行為、非行、いじめ、発達支援 等  

④実践講座 

対話を用いながら、現場で生徒や保護者にどう対処していったらいいのかを、具体的

事例に基づき体験的に学んでいきたいと思います。 

⑤情報交換会 

  参加者同士の情報交換の場として貴重な場です。また、生徒指導に関するＤＶＤビデ

オを上映いたします。参加は任意ですが、積極的なご参加をお待ちしております。 

⑥全 体 会 

  分科会での協議内容について、全体でシェアリングを図る場となっております。 

 

８．そ の 他 

①学校において生徒指導上で取り組んでいらっしゃること（登下校時のマナー、携帯電

話、発達障害、生徒会への対応など）を、申込書記入欄にご記入下さい。お寄せいた

だきました情報は、分科会など運営上の参考にさせていただきます。 

②６月２８日（金）までに、生徒指導上の規則（生徒や保護者に配布している校則や生

徒心得などのうち、規則の細目が記載されているもの）１部を東京私学教育研究所・

夏期生徒指導研究会宛てにお送りください。文書中に学校名の記載がある場合は消し

ていただいて構いません。お送りいただきました資料は、当研究所で印刷し、当日会

場で配付いたします。尚、研修会当日のお持ち込みはご遠慮ください。 

③客室は、全室禁煙で２名１室となります。喫煙される場合は、エレベーターホール等

に喫煙コーナーがございますのでご利用ください。 

尚、参加者同士の交流の為、分科会や部屋割りは、同じ学校の方が重ならないように

させていただきます。 

④会場は冷房が強い場合がありますので、必要な方は上着等をご用意ください。 

 

９．委  員（順不同） 

 委員長 金 野 眞 行（帝 京 八 王 子）  坂 田 健 二（文化学園大学杉並）  

川 本 ゆり子（啓 明 学 園）  小 熊 北 美（立正大学付属立正） 

坂 本 太 郎（京 北）  佐 藤 誠 博（國學院大學久我山） 

 厚 海 啓 子（日本橋女学館） 


